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ネコとイヌでは手の器用さが異なることが知られ
ているが，その解剖学的特性についての報告は少な
い。本研究では，前肢骨のなかでも尺骨と共に前腕骨
格を形成する橈骨のネジレと遠位橈尺関節の形状に着
目し，両者の前腕の回内 -回外運動性の違いを反映す
るような形態学的差異が認められるかどうかを検索し
た。
本研究には，イヌ科動物 5種とネコ科動物 12種の

計 57個体の橈骨を使用した。橈骨長軸の前後の直線
上からデジタルカメラで撮影を行い，画像編集ソフト
で近位関節面と遠位関節面のそれぞれの画像から角度
を計算した。さらにノギスを用いて，遠位橈尺関節の
長軸長と短軸長を計測した。
その結果，調査したすべての個体において橈骨の遠
位関節面は近位関節面から外旋する方向にネジレてい
た。しかし，ネコ科動物の橈骨のネジレはイヌ科動物
と比べて外旋する方向にさらに大きい傾向を示した。
また本研究はネコ科動物の遠位橈尺関節面は横長であ

るのに対して，イヌ科動物では縦長であることを明ら
かにした。ネコ科動物は獲物を捕らえたり，木登りを
する際，爪を備えた手で獲物や木を把握するために手
首の大きな回外域が必要となる。これに対して，イヌ
科動物では顎を主な把握器官としており，前肢は獲物
を追いかける運動器として用いられることが知られて
いる。このイヌ科動物における前肢の把握器官として
の重要性の低下は，手首の広範囲な回外域を必要せ
ず，安定性が求められる。すなわち，ネコ科動物に認
められたような外旋する方向に大きくネジレた橈骨や
横長な遠位橈尺関節面は，回内 -回外域を広範囲に取
ることを可能にし，逆にイヌ科動物の特徴はこの運動
を制限することに有利であると考えられる。以上のよ
うに本研究の結果は，橈骨のネジレや遠位橈尺関節の
形状はネコ科動物とイヌ科動物において，彼らの狩猟
形式や移動様式の違いを反映していることを示唆して
いる。
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